
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山こい倶楽部 不老山山頂にて 

 

 

冒頭の★印は一般向け。他は、会員向けです。 

★■神奈川の身近な自然を訪ねて「酒匂川の冬鳥の観察と二宮尊徳の故郷を訪ねる」 

＜本番＞ 

日 時：12 月 14 日（土）、18（水） 

集 合：小田急線開成駅 改札外 10：00（改札は一か所 詳細は別  

途連絡いたします） 

 今回は吉原が企画しています。 

 本番だけの参加に関しては、参加費及び保険料の負担はありませ

んが、サポートスタッフとして、一般参加者に関するお手伝い等を

お願い致します。是非、本番にはご家族やご友人をお誘い下さい。

一般の方は、参加コース名、参加年月日、名前、住所、電話番号、

高校生以下は学年を書いてお申し込みください。詳細はホームペー

ジをご覧願います。                 （大橋記） 

活動予定 

草木が茂り、生き物が蠢き、人が活動する。皆で守ろう、この地球！ 

ＮＰＯ法人全国森林インストラクター神奈川会  http://www.jfik.org/ 
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★■名瀬谷戸の会 

名瀬谷戸の会の作業は下記の通りですので、参加希望の方はメール又は電話で会長の田中（真）まで事前にお

知らせ下さい。   

日 時：12 月 16 日（月）、23日（月）、1月 4日（土）、14 日（火）、20 日（月） 10:00～14:30   

集合場所：久右衛門邸 

📩：m.tanaka@feel.ocn.ne.jp ☎：090-1542-2154                 （田中（真）記） 

 

■湘南の森 

日 時：12月13日（金）、21日（土） 月例作業 

集 合：平塚市湘南平の上部パーキング付近 10:00、または大磯駅 9：20 

参加ご希望の方はメールで吉井までお知らせください。 📩：yoshiit@green.ocn.ne.jp 

活動報告や予定などは、次のホームページをご覧ください。 http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html 

活動日は原則として、毎月第 2金曜日と第 4土曜日です。                   （吉井記） 

 

★■ヤビツの森 

日 時：12 月 14 日（土）10：00～15：00 

場 所：丹沢ヤビツの森 

作業内容：下草刈り、植樹の点検など。 

集合場所・時間：秦野駅南口 9：20、またはヤビツの森作業現地 10:00 

持ち物など 

（1）山の作業に適した服装（山歩きの靴、作業用の手袋）、傾斜地なので、滑りにくい靴を履いてください。 

（2）昼食、飲み物など、食事の時に下に敷くシート。 

（3）簡単な防寒具。作業用具、鎌、ヘルメットは貸していただけることになり、個々人での用意は不要です。

鹿よけネットの取り外しを行うことがあります。カッターをお持ちください。 

参加される方は、吉井のアドレス yoshiit@green.ocn.ne.jp あてにお願いします。 多くの皆様の参加をお

願いします。車を出していただける方、大歓迎です。車の場合はルート概要を、同乗をご希望の方はピックアッ

プ希望場所を書いてください。参加ご連絡をいただいた方には交通手段の調整をし、作業などの詳細をお知らせ

します。                                       （吉井記） 

 

★■フォレスト21「さがみの森」 

日 時：12 月 14 日（土）、22日（日）、1月 11 日（土）、26日（日） 定例作業 

森林保全作業実践の場として活用ください。6日前までに申し込んでください。 

JR 橋本駅南口（マクドナルド前）に集合して車での送迎になります。 

＊尚、11月 24 日の定例作業に JFIK からの参加者は 1名でした。 

申し込み：「さがみの森事務局」 

☎：03-3868-9535 FAX：03-3868-9536 📩：sagami@moridukuri.jp              （菅原記) 

 

■山こい倶楽部第六十回 

山こい倶楽部は 60回目を迎えます。 

記念すべき 60回目山行は忘年会を兼ねて大野山に登ります。2年前に同じ大野山で忘年登山をしました。今回も

雄大な富士山を眺め、さくらの湯に入り、ポッポ駅前屋で忘年会をしましょう！ コースどりは2年前と変えて、

丹沢湖畔から登り、大野山山頂を経て山北駅に下ります。 

mailto:m.tanaka@feel.ocn.ne.jp
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
http://shonan-mori.sakura.ne.jp/index.html
mailto:yoshiit@green.ocn.ne.jp
mailto:sagami@moridukuri.jp
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 12月5日の下見によっては台風の影響等で谷峨駅から直接大野山に登るコースに変更する可能性もありますの

でご了解ください。 

日 時 ：12 月 15 日(日) 

集 合 :小田急新松田駅 1番バス乗り場 8:15(8:25 バス乗車) 

行 程: 新松田駅(バス)～神尾田トンネル～秦野分岐点～湯本平分岐点～大野山～古宿（旧共和小学校）〜 

山北駅 

歩行時間:約 4時間 20 分(休憩含まず) 

高低差:約 600m 

持ち物: 弁当、飲み物、雨具、防寒対策、お風呂セット、その他一般的な登山の持ち物  

担 当：リーダー 辻（090－2228－8335）、サブリーダー 久保（090－5311－1281） 

＊中止の場合、前日の 20時までにメールでお知らせします。 

＊お申し込みは 12月 13 日（金）までに松井へお願いします。 📩：ma1950koji@yahoo.co.jp 

 

■森こい倶楽部第二十回  

下記ご案内しますので、ご参加お待ちします。ご家族、ご友人も大歓迎です。また、気軽に参加いただくため、

ご家族・ご友人も歓迎しますが、JFIK 会員が必ず参加し、安全などのケアを十分行っていただくようお願いしま

す。 

テーマ：日本の原風景、小野路の里を訪ねる（町田市） ワンテーマ：雑木林の冬 

谷戸田と雑木林に囲まれた、里山らしさが凝縮され残る奇跡的な地域です。自然と人の営みが調和された世界

で懐かしさがこみあげてきます。小野姓にまつわる、宿場・城址・神社・井戸なども点在する歴史ある街道筋で

もあります。「にほんの里 100 選」に選ばれた里地を五感で味わってください。 

 

日 時：1月 12 日（日）（第二週ですのでご注意ください） 

集 合：小田急 鶴川駅北口改札 9:30 集合（9:55 のバスに乗車しますので厳守してください） 

案内人：小池一臣（27年） 

参加費：500 円（保険込） 

コース：鶴川駅🚻→🚏小野神社前→里山交流館🚻→図師小野路歴史環境保全地区（小町井戸→小野路城址→ 

奈良杯谷戸🚻）→旧八王子街道🚻→旧小野路宿→里山交流館🚻（昼食）→小野神社→萬松寺谷戸🚻→ 

里山交流館🚻→🚏小野神社前→鶴川駅（解散） 

少雨決行：荒天で中止する場合は、前日 17:00 頃までに JFIK メールでご連絡します。 

所持品：名札、昼食、飲み物、雨具、筆記用具など 

＊里山交流館で、簡単な、ざるうどん・コロッケなどを注文できます（久野は注文します）。 詳しくは、小野

路宿里山交流館のホームページを参照ください。 

お問合せ、ご参加の方は、1月 11日までに、久野宛ご連絡ください。 

📩：masakihisano77@yahoo.co.jp ☎：090-8280-1816 

 

新春の予定は以下です。 

2 月 2日（日） 磯子の丘鎮守の椎と梅林（磯子区） 

3 月 1日（日） 鶴嶺神社と氷室椿園（茅ヶ崎市）                     （久野記） 

 

 

 

mailto:ma1950koji@yahoo.co.jp
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■鳥こい倶楽部第一回 

鳥こい倶楽部の記念すべき第一回「境川遊水地公園」のご案内です。 

境川は、かつて武蔵国と相模国の国境とされたために付けられ名前です。東京都町田市を源流とし、江の島で

相模湾に注ぎます。境川遊水地公園は、その中流域に治水のために作られた遊水地が県立の都市公園として整備

されたものです。公園内の遊水地には、冬場はカモの仲間など多くの水鳥が集まって来ます。また近くの森林に

はツグミの仲間や小鳥たちが見やすくなります。皆さんと冬の一日、冬の野鳥たちを楽しみたいと思います。 

日 時：12 月 22 日（日） 9：30～15：00 頃 

集 合：横浜市営地下鉄ブルーライン 下飯田駅 9：30（湘南台駅から１駅です） 

解 散：小田急・相鉄・横浜市営地下鉄 湘南台駅 15：00 頃 

予定コース：下飯田駅（集合）→和泉川→天王森泉公園→境川湧水地情報センター（昼食）→境川遊水地公園→

湘南台駅（解散） 

参加費：500 円（CONE 保険・資料代含む） 

装備等：冬のハイキングの服装（雨具・防寒具含む）、お弁当、飲み物、双眼鏡、スコープ（お持ちの方）、 

野鳥図鑑 

参加対象：JFIK 会員、会員の家族、友人・知人など（会員の紹介があればどなたでも OK) 

参加申込み：2日前までにメールで中澤均 h-naka@k04.itscom.net まで 

その他：途中で参加、途中で離脱も可能です（参加費は同じ） 

 

次回以降の予定 

・1月 21 日（火） 21 世紀の森（南足柄市） 

・2月 三ツ池公園（横浜市鶴見区）                          （中澤均記） 

 

■室内勉強会 

日 時：12 月 13 日(金) 18 時～20 時 

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 710 ミーティングルーム 

テーマ：「ナノの世界 – 顕微観察のご紹介」  

講 師：JFIK 片桐勝彦さん（29 年）  

参加費：500 円 

概 要：森林インストラクターのみなさんが日常使われて大切な眼になっているルーペは、だいたい 8倍から 20

倍くらいの拡大をしてくれていると思います。最近身近になったナノメートルの世界を覗くには、10 万倍以上の

拡大が必要です。ルーペを通してみる世界もワクワクさせてくれますが、そんな高性能を実現してきた先端の顕

微鏡とその画像を紹介しながら、目では見えないナノの世界にもある自然や人類の造形美と機能について話題提

供できればと思います。                                   （講師記） 

 

※皆様の参加をお待ちしています。資料準備のため、12 月 11 日（水）までに申し込みをお願いします。 

申し込み先：吉原秀敏 📩：h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp 当日の緊急連絡先：090-2636-1381 

※これからの室内勉強会の予定（参加募集は、約 1か月前） 

〇1月は、新規合格者歓迎会・新年観察会がありますので、室内勉強会はお休みです。 

〇2月 21 日（金）テーマ「主婦目線から見た食の安全（仮題）」講師：岡部桂子さん（29 年） 

 

 

mailto:h-naka@k04.itscom.net
mailto:h.yoshi.green@lake.ocn.ne.jp
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■神奈川の身近な自然を訪ねて 

「秋の鎌倉で谷（やつ）の自然と歴史を探る～佐助、扇ガ谷を訪ねる～」 

日 時：11 月 20 日（水）10:00～15:00  晴 、11 月 23 日（土） 雨天中止 

場 所：鎌倉市  

参加者：36 名（20日 36 名、23 日雨天中止）  

スタッフ：8名（鈴置、吉原、松田、広川、山路、花田、田川（裕）、大橋）  

 

ハゼノキやイロハモミジなどの葉が色づき始めた鎌倉でしたが、台風の影

響か、傷んでいる葉も多く、紅葉（黄葉）はもう一歩の感がありました。ま

た、同じく台風の影響による倒木が大変多く見られました。残念ながら、23

日（土）は、雨天のため中止としました。 

校外学習で班別行動をしている小中学生や外国の方々で大変混雑している

中、散策するのは大変でしたが、なんとか事故も無く終えることができまし

た。 

周囲を山で囲まれ、平地の少ない鎌倉にとって、谷（やつ、やと）は、と

ても大切な生活の場となって来ました。谷には、御家人の屋敷や寺社が建て

られ、さらに、谷には、名前が付けられ現在の住居表示のように利用されて

いたそうです。今回は、沢山ある谷の中で、扇ヶ谷、無量寺ヶ谷を訪ねまし

た。 

 滑川低地の西側を、谷の出口を繋ぐようにほぼ南北にのびる今小路を歩き

ながら、鎌倉市立御成小学校の生け垣として植えられているウバメガシのドングリを観察。さらに、鎌倉御用邸

で使用されていた冠木門を利用した御成小校門などを見学しました。 

 佐助稲荷神社では、多くの朱塗りの鳥居をくぐりながら、改築中の拝殿へ。谷頭部に造営されている佐助稲荷

神社は、深い緑に囲まれ、隠里の雰囲気を感じることができました。佐助稲荷神社では、イワタバコ、ミゾソバ、

ホトトギスなどを観察することが出来ました。 

 本来の参道を歩き銭洗弁財天宇賀福神社へ。銭洗水でお金を洗った後、太平

洋戦争中に建設された急坂を登り、葛原ヶ岡神社へ向かい、昼食としました。 

 昼食後は、源氏山公園から山道を下り、カゴノキなどを観察しながら寿福寺

へ向かいました。寿福寺の墓地では、高浜虚子の墓、また、北条政子や源実朝

の墓（供養塔）などを廻り寿福寺山門へ。山門からは４本の大きなビャクシン

を観察。 

寿福寺の近くには、隣の谷に抜けることが出来る手掘りの小さなトンネルが

いくつかありました。鎌倉を取り巻く山の谷斜面は急傾斜のため、尾根を越え

て隣の谷へ向かうのはとても大変です。そこで、トンネルをほってしまおう、

と言うことになるのでしょう。 

寿福寺山門から桂敷きと言う技法で作られた敷石の参道を歩き、総門を出て、

解散場所の鶴岡八幡宮に向かいました。 

鶴岡八幡宮では、源氏池に羽を休めるヒドリガモやオナガガモなどの水鳥を

観察した後、流鏑馬道を通り、2010 年に倒れた大銀杏の再生の様子やナギを観

察し、その後、解散としました。               （大橋記） 

活動報告 

 

寿福寺山門 

 

鶴岡八幡宮の大銀杏跡 
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■森こい倶楽部第十八回  

大庭御厨（みくりや）（藤沢市） ワンテーマ：葦・荻・芒 

日 時：11 月 10 日（日） 

コース：辻堂駅→🚏大庭小学校前→大庭城址公園🚻→引地川親水公園🚻→成就院・大庭神社→ふるさとの森→舟

地蔵公園🚻→臺谷戸稲荷→宗賢院→引地川田園→柏山神社公園→🚏引地橋（解散）→🚏藤沢駅 

参加者：梶浦、金子、皆川、田川（勝）夫妻、引田、戸田、菅原、山路、鈴置、吉原、小池、広川、石川、久野

（案内人）、以上 15名 

概要：引地川と支流の小糸川にはさまれた、台地に大庭御厨（伊

勢神宮へ寄進した荘園）の荘官大庭氏の居館跡とも言われ、その

後も太田道灌が整備したといわれる大庭城址の樹林を訪ねました。

かながわトラストみどり財団推奨癒しスポットの「ふるさとの森」

にも立ち寄りました。城下の引地川流域の広大な遊水地の葦原・

湿地・緑地も巡りました。周辺には歴史を秘めた、寺社や古木の

杜も多く、特に臺谷戸稲荷の神奈川の名木 100 選に選ばれたタブ

ノキは圧巻でした。秋の気配を感じながら、変化に富んだ散策が

できました。                  （久野記） 

 

■山こい倶楽部―第五十九回「不老山」 

日 時：11 月 6 日（水）快晴 

山 名：西丹沢 不老山（ふろうざん、標高 928ｍ） 

行 程：新松田駅(バス)向河原バス停－番ヶ平(ばんがだいら)－不老山（昼食）－生土(いきど)－駿河小山駅 

参加者：久保（リーダー）、辻（サブリーダー）、梶浦、角田、田川（裕）、引田、中澤均夫婦 以上 8 名 

 

 これまで何度も山行計画を立てるも天候に恵まれず、夏休みも挟んで 6 ヶ月ぶりの催行となりました。今回は

気持ちの良い秋晴れとなり、登山口の向河原に向かうバスの窓からは雪を被った富士山やクマタカの飛翔が見ら

れ、山行への期待感を盛り上げてくれました。 

 不老山はサンショウバラの自生地として知られており、花期の 5 月末～6 月上旬は登山者で賑わうとのことで

すが、この日は向河原バス停で降りたのは、我々のグループのみでした。車道を少し戻って河内川を吊り橋で渡

った先の広場でブリーフィングと準備体操の後 9:30 頃に出発しました。まずはヒノキやスギの人工林の中、急

な登りのジグザグ道が続きます。途中、台風の影響と思われる土砂崩れや倒木を目にしながら少しずつ標高を上

げました。シカの影響か、足下の植物のほとんどはオオバノイノモトソウとマツカゼソウばかりです。 

 番ヶ平を通って 12:15 に不老山山頂に到着しました。古いガイドブックには「富士山の眺め良し」とあるも、

その後木々は順調に成長したとみえて展望ゼロの山頂でした。ここで昼食、集合写真を撮影後、下山を開始しま

した。歩き始めてすぐに西側の視界が開けた場所（南峰と言うらしい）があり、ここで秋晴れの富士山を堪能す

ることができました。 

 下りは生土方面に向かう比較的緩やかなコース。シカの食害からなんとか逃れられたセンブリやキッコウハグ

マの小さな花々が参加者の人気を集めました。更に標高を下げると、トリカブトなども慎ましく咲いていました

が、最近のシカはトリカブトも食べるとか。 

 人工林の中の登山道には台風の影響か、落枝が数多く重なり合い、踏んだ枝に足が挟まり、何度も転びそうに

なりました。途中、富士山の展望ポイントや東側の第 2 東名の工事現場などの見える場所があり、そこで休憩し

ながら展望を楽しみました。最後に急な階段を慎重に降りて 15:50 に車道に出ました。更に、駿河小山駅までは

30 分程を要しました。御殿場線で松田駅まで戻り、全員参加しての振り返り後、帰路につきました。（中澤記） 

 

タブの巨木の下で 
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■湘南の森 

日 時：11 月 8 日（金） 台風で落ちた枝や、折れた枝の整理など月例活動を行いました。 

日 時：11 月 16 日（土）、17日（日）湘南平開園 60 周年記念祭に参加しました。この中で、17 日は平塚市

の依頼によりハイキングのガイドを行い、湘南の森の活動地を中心に案内しました。 

日 時：11 月 30 日（土）月例活動を行いました。                    （吉井記） 

 

■ヤビツの森 

日 時：11 月 16 日（土）会員５名が参加し、晴れ渡った秋空の下に輝く紅葉を楽しみつつ鹿よけネットの整備

などの作業を行いました。                                （吉井記） 

 

■名瀬谷戸の会 

＜定例活動＞ 

作業 1回目 

日 時：11 月 2 日（土）10:00～15:00 

参加者：合計 40名（JFIK：9名、地元・地域ボランティア 25名、

横浜メダカ会 6名） 

作業内容：モウソウチク保全作業（台風で倒れた個体を含む

77 本伐採、背の高い切り株も 15 本を処理）、マーキング作業

（モウソウチク 124 本にマーキング、10 月からの今シーズン

のマーキング本数は合計 418 本）、子ども作業班（ピザ窯で焼

くために濡れた新聞紙とアルミホイールでサツマイモを包む

体験、伐採したモウソウチクの枝払い）、ピザ窯班（昼食カレ

ーのサイドメニューとして焼き芋とニンジンが振る舞われた）、

水生生物・水質調査班（横浜メダカの会による調査） 

 

作業 2回目、3回目 

日 時：11 月 11 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 11 名（JFIK：6 名、地元・地域：5名） 

日 時：11 月 18 日（月）10:00～15:00 

参加者：合計 13 名（JFIK：8 名、地元・地域：5名） 

作業内容：モウソウチク伐採作業（マーキングが完了したのでそ

の伐採を進めた。11月 11 日 久右衛門邸からメダカ池にかけて

の緩斜面を対象に 52 本のモウソウチクを伐採。 11 月 18 日 ピ

ザ窯周辺のモウソウチクを 67本伐採）           

 

 

＜環境教育・研修・CSR 活動等＞ 

・名瀬小 4年生 第 4回目里山探検学習 11 月 20 日 

・川上北小 3年生 第 2回目の里山探検学習 11 月 21 日（木） 

・品濃小 6年生 環境教育 11 月 27 日（水）→ 雨で延期 12 月 11 日（水）        （福田記） 

 

 

 

作業 1回目 子供作業班 

 

11 月 11 日 モウソウチクの伐採 
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■四季の森公園「ドングリの仲間の観察会」 

日 時：11 月 4 日(祝･月) 13：00～15：00 晴 

場 所：四季の森公園会議室及び園内 

参加者：44 名 

JFIK スタッフ：品川、日比野、福田、松田 公園スタッフ：佐藤パートナーズ 

概 要： 

 今回は恒例の中山まつりが前日でズレたため、昨年に比べて約 20人多い 44名の参加者がありました。天気は

昨日の雨模様とはうって変わり快晴に近い観察日和となりました。 

 最初は 30 分ほど会議室のパワーポイント資料で、ドングリの概要、日本にあるドングリ 22種と四季の森公園

で見ることのできるドングリの樹の説明。次にドングリの食べ方では、炒ったマテバシイとスダジイを食べてみ

せましたが後で数人が実際に食べていました。最後に童謡「どんぐりころころ」の話をして室内での説明を終わ

りました。 

 参加者を 2班に分け観察に出発。昨年は台風の影響で塩害が

目立ちましたが、今年は多くの台風が来た割には被害はほとん

ど見られませんでした。四季の森公園のドングリの樹はマテバ

シイ、シラカシ、コナラ、クヌギ、アラカシ、ウバメガシの 6

種類。このうち今回の観察コースで見られるのは前 4種です。

まず北口広場の近くにあるマテバシイ。これは樹がまだ小さい

のと剪定のためか実をつけたことありません。持参した写真と

ドングリの実で説明、観察を行いました。次は関東照葉樹林の

代表であるシラカシです。四季の森公園全体ではシラカシが多

く他の樹木を圧倒している感じがします。昨年は台風の影響か

この樹についているドングリがほとんどなかったのですが今年はたくさんの実をつけた多くの樹が見られました。 

 あし原湿原の北側の道路沿いにはコナラ、クヌギが多く、並んで生えている場所もありドングリの説明には格

好のところです。参加者は資料で説明のあった両者の比較で葉、樹皮、ドングリ、殻斗を実際に見て観察を深め

ました。また思ったより落ちたドングリが残っていて子供たちが喜んで拾っていました。 

 各班のスタッフはドングリの樹を中心に説明をしていきます。それだけでは少ないので樹木ではケヤキ、アキ

ニレ、紅葉の始まったニシキギ、ナンキンハゼ、ホウノキ、ミツマタ等の解説を行います。狂い咲きしているソ

メイヨシノの花に注目が集まりました。草花ではこの時期花が咲いているシュウメイギク、シロヨメナ、シャチ

クリソバ、トリカブト、ツワブキが目につきました。少し時期は過ぎていたもののツクバトリカブトの花の美し

さは相変わらずでした。またノダケのカレー粉の匂い、カツラの落ち葉の醤油煎餅の匂いには子供のみならず多

くの参加者が興味を持ったようです。 

 事務所に戻り希望者(約 20 人)に会議室でドングリ工作の話をします。工作に必要な道具、工作に適したドン

グリ、またほとんどのドングリにはハイイロチョッキリムシ、シギゾウムシなどの幼虫、卵が入っているので煮

沸、冷凍等の前処理が肝心なことを解説しました。こま、やじろべえ、トトロ、ドングリで作った動物など実物

を並べて説明しましたので子供たちは大いに興味を持ったようでした。 

 おしまいに 5、6種類のドングリ、殻斗、「トトロ」等作品を配り今回の観察会を終了としました。 (松田記) 

 

 

 

 

 

 

ドングリの仲間の観察会(北広場より観察に出発) 
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■室内勉強会 「ダニの話」 

日 時：11 月 15 日(金) 18：00～20：00  

場 所：かながわ県民活動サポートセンター 710 ミーティングルーム  

講 師：JFIK 上野 潤二さん（21 年）  

参加者：梶浦、和田（昇）、山本(明)、山内、日比野、中澤（均）、山本(洋)、久野、皆川、吉原、和田（司） 

計 11 名 

 

概 要：ダニと聞くと、日本紅斑熱、SFTS、喘息の原因となるなど、あまり良い印象が持たれていないと思いま

す。しかし、ダニは世界中で 5万 5千種、国内にも 1900 種以上いる中で吸血など人に関わるのはほんの 20 種程

度でほとんどは自然界の物質代謝に重要な役割を果たしているということを力強く語っていただきました。ダニ

は昆虫ではなく、クモに近い頭と胸と腹が一塊になった 8 本足の 1ｍｍに満たない大きさで、陸海空問わず住居

内の至る所に住んでいます。ダニの媒介によりツツガムシ病や日本紅斑熱、SFTS で亡くなる方は合計で年平均

13 人程度と蜂刺されで亡くなる方の 18 人よりも少ないそうです。一方で、森の中で人知れず落ち葉を分解し生

態系で重要な役割を果たしているササラダニや、ミモレットと言うフランス産チーズはチーズダニにより熟成さ

れ、日本でも良い糊を作るのにコナダニの一種が使われたりしています。カビ・菌の世界と似ているものを感じ

ます。講演後は、全員でタケスゴモリハダニをルーペで観察しました。しかし、本当に小さい。巣は、竹の葉に

糸を口から吐いて作ったもので長さ１㎝にもなっていたので、簡単に探せます。その巣を針で慎重に剥がしなが

らダニを観察しました。巣のおかげで、上野さんはダニをまき散らすことなく持ち歩けたことになりますが、生

きて動いているダニを見られるとは思いませんでした。クモのように吐いた糸で飛ぶことができるダニもいるそ

うですが、ダニの移動距離を聞き忘れたのが残念です。調味料やパン粉、小麦粉、人の垢、フケ、カビ、花粉を

餌にするダニ、さらにダニを捕食するダニもいて、餌の量によってダニの数も増減します。屋外・屋内問わずど

こにでもいるのに、人目につかないかわいい生き物に対する地道な研究を学生のときから続けてこられたそうで、

その努力に感服いたしました。喘息はダニの死骸や糞がアレルゲンなので、ダニと友達になりたくない方は住居

内を清潔にすると効果があると感じました。これからは、もう少しは、上手にダニとお付き合いできそうです。                                                      

（和田司記） 

 

★■お話しサロン（鎌倉）「飛行の理論と飛ぶ生き物たち」 

日 時：11 月 30 日（土）14:00～16：00 

場 所：大路ビル A 教室 

講 師：峯岸正憲氏 

 

鳥や昆虫など飛ぶ生き物については、時々見かける題材ですが、飛翔の理論は初めてと思われます。難しい理

論が出そうと予想しましたが、やはり物理の数式が出てきました。難解というより理解不能の数式ですが、峯岸

さんはやさしい図を示しながら丁寧に解説してくださいました。人類は生物を模倣して飛翔を実現したが、飛ぶ

事が出来たのは 1900 年頃でまだ 100 年そこそこと歴史は浅い。飛ぶ事の先駆者の鳥類と昆虫の飛翔については

まだ、多くが解明されていないようです。 

今後、人類は飛ぶ生物から何を学んで生活に役立てるのか。峯岸さんは最後に「生物の進化は合理的。それは

人間の生活にも密接に関係しているので、そこに新たな知見や興味、好奇心が生れてくる」と結ばれました。生

物の持つ限りない力、自然を大切にしながら学び活用させていきたいものです。         （花本記） 
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「森林探訪ガイドブック 歩いてみよう！ 

かながわの森林」 

 

発行者：特定非営利活動法人かながわ 

森林インストラクターの会 

編 集：森林探訪ガイドブック編纂チーム 

出版日：2019 年 2月 15 日 

定 価：500 円（税込） 

 

当会と似たような名前の特定非営利活動法人のかなが

わ森林インストラクターの会がガイドブックを出版しま

した。前書きをみると 1991 年 7月から一般の方を募って

『森林探訪』を実施しているそうで、2018 年 12 月には

92 回、県内では 50 カ所に達したとのことです。これを

機会に参加者に配付した資料をリメイクして、神奈川県

西部の 15コースを『森林探訪』のガイドブックにまとめ

たものです。「みどころ・出会える自然」としてトピック

スをまとめているところに工夫がみられます。先日、こ

の会のメンバーに出版の経緯を聞かせていただいたが、

発行部数は 570 部、うち 300 部ほどを会員に配付し、残

りを販売しているが、在庫僅少でお応えできるか心配だ

ということでした。勿論、神奈川県東部の続編にも期待

できそうです。さて、当会でも取り組んでみませんか？  

（獺） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  月間ブックレビュー 
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会員異動 

会員異動 

＜11 月度の会員異動＞ 

11 月 30 日現在会員数 162 名 

月例会を開催しました 

日 時：11 月 29（金）18：00～20：00 

場 所：神奈川県民活動サポートセンター 

出席者：理事 12 名、監事 1名、会員 3名 計 16 名 

議事内容は会員向けメールをご覧ください。郵送会員には、会報に同封してお送りします。 
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編集後記 

掲 示 板 

小池様、大変お世話になりまし

た！今後は投稿のほうでも、よ

ろしくお願いいたします。 

(松山) 

来月号（1 月号）より、編集人

を梶浦さんに代わりますので、

よろしくお願いいたします。     

(小池) 

ドウダンツツジ(2019.12.3 川崎市多摩区) イチゴノキ(2019.12.4 川崎市多摩区) 


